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東久留米市の概要

⚫人口・・・約11万６千人

⚫出生数・・・約640人/年

⚫西武池袋線

⚫児童発達支援・・・7(※)

⚫放課後等デイサービス・・・13 (※)

⚫保育所等訪問支援・・・1 (※) (※LITALICO調べ)

【参考】
新居浜市人口 11万人
松山市出生数 ２８００人/年

埼玉県



大会の概要①

 日時 令和7年１１月１５日（土）・１６日（日）

 場所 東久留米成美教育文化会館

学校法人自由学園

 対象 障害児通所支援関係者、その他

 参加 約100名

 主催 全国発達支援通園事業連絡協議会



大会の概要②

１１月１５日（土）

基調報告

記念講演

シンポジウム

１１月１６日（日）

全通連総会

行政説明

保護者からの報告

全体まとめ



基調報告
報告者 田中 一旭 氏 （全通連事務局長）

発達支援の今日的課題
（１）保健師からのつなぎ方

（２）並行通園、事業所の複数利用の増加

（３）支援の質と専門性の向上

（４）「気になる子」の隣には「気になる親」がいる

制度の動向と私たちのの役割
（１）地域を成熟させるためのセンターの「中核機能」

※皆さんの地域では?

（２）保育所等訪問支援

※皆さんの地域では?



記念講演①
講師 村岡 真治 氏

(ゆうやけ子どもクラブ・全国放課後連会長）
演題 放課後活動って、こんなに魅力的

事例やエピソードを通じて、「子どもを理解する視点」、「子どもの人格をはぐく
む視点」、「親との関係づくり」をお話しいただいた。
熱い思いと様々な経験からなる貴重なお話であった。
ただ、最も重要なことは、障害児の放課後についてあまり語られていなかっ
た１９７０年代から、放課後の支援を行い続けているということである。

「子どもを理解する視点」
〇「自閉症」という束で子どもを見ない
〇行動(外面)だけでなく、願い(内面)を探る
〇育つからこそできなくなることもある。矛盾を抱えること
を理解する



記念講演②

「親との関係づくり」
〇情報過多
〇信頼できる仲間との出会い(親にも集団が必要)
〇「福祉は商品(サービス)」の風潮に取り込まれないように
〇子どもが育っている事実で親も育つ

「子どもの人格をはぐくむ視点」
〇「教え込む」のではなく、「学び取る」
〇経験、人間関係を「生で」、「遊びで」
〇ある社長さんより「作業は職場で教えるので教えなくても
いい。友達とぶつかったり、仲直りしたり。人とかかわって
Yes／Ｎｏの意思表示ができる子に。



シンポジウム(3名の支援者による発表)①

【児童発達支援センターの実践と現況報告】
新座市(埼玉県)児童発達支援センターの小林さん

・親子通所が基本

・保育所等訪問支援、地域支援事業、お試しとして
の親子教室(2回/月、７回/１クール)
・計画相談１００パーセント

・新座市自立支援協議会こども部会にほとんどの児
発事業所が参加している。



シンポジウム(3名の支援者による発表)②

【親子教室の現状と課題】
乳幼児親子教室(東京都江東区)の青野さん

・１９８５年、「江東区に０歳から通える場を」の願いが叶い、
開設。
・親子通園を大事にしているが、スキルアップに偏った単独
通園の(親の)ニーズが高く、利用者が減っている。
・セルフプラン６４パーセント
・江東区にセンターは３つ(江東区人口:約５４万人)
・就園の低年齢化
・１０月から３歳未満児の保育料無償化、しかし児発は有料
のまま
・放デイの数が足りず、支援学校の子が待機している
・不安定な運営
・不安定な雇用



シンポジウム(3名の支援者による発表)③

【地域の中で子どもと家族のウェルビーイングを
保障するために】

東久留米市児童発達支援センターの吉田さん

・もともと2つの親の会が運営していた施設を、１９７
9年に統合・公立化した。
・事例を通して東久留米市のフォロー体制を説明

・大事にしている視点・・・「発達したい」というニーズ
を子どもが持っている、集団で育つ、子どもの姿を
職員で語り合う、職員も尊重しあう



行政説明①「こども政策全体の中での障害児施策に
ついて」
講師 鈴木 久也 氏
（こども家庭庁支援局 障害児支援課 課長補佐／統括専門官）

•序盤は・・・こども基本法、こども大綱の概要説明

•障害児支援体制整備について

⑴センターの中核的機能

⑵地域支援体制整備サポート事業

⑶発達に特性のあるこどもへのアセスメント等強化事

業(R8年新)

⑷発達に特性のあるこどもとその家族への切れ目のな

い支援推進事業(R8年新) ※イメージは次スライド

昨年度に
引き続き



２日目(自由学園)





行政説明②「障害児支援における人材育成に関する検
討会について」 R9年度の本

格実施を見
据えている



行政説明③「保育政策の新たな方向性」

•令和７年から令和１０年度末を見据えた保育政策(3つ
の柱)

全国どこでも質の高い保育が受けられる

職員配置基準の改善など

地域で一人一人のこどもの育ちと子育てが応援・支

援される

こども誰でも通園制度、障害児・医ケア児等の受け

入れ態勢の充実など

人口減少下で持続可能な保育提供体制を確保

処遇改善、ＤＸの推進など



行政説明④「障害児支援のこれから」

ニーズにこたえる専門的支援

地域を支えるインクルージョンを推進

ちなみに児童発達支援事業所のうち、保育所（2.5％）
と幼保連携 型認定こども園（1.5％）を併設している事
業所は、回答事業所のうち3.9％であった。







雑感

✓ はじめの１００か月～の勉強会を保健師さんや保育士さんを
中心に地域で行ってください

✓ 移行支援が強調されているが、何でもかんでも保育園に行け
ばいいと言っているわけではない。インクルージョンの名のも
と、ミスリードしないように留意してください。

✓ ５歳児健診が流行っているが、本当に必要なのか?
✓ 公立保育園で気になる子が増加している。健診でも要フォロ
ー児が３割を超えているところが多くなっている。気になる子
を「気になる子」として扱う制度はもう破綻している?３割を超
えればもはや普通では?



最後に 愛媛大会について

第２９回 全国発達支援通園事業連絡協議会全国大会in愛媛

令和８年１０月２４日（土）～１０月２５日(日)

にぎたつ会館(愛媛県松山市道後)

• 現在、実行委員のメンバーさんと内容等を検討中

• 是非、お住いの地域の関係者(行政、福祉、保育、医療)をお誘
いいただけると嬉しいです

愛媛で大会をすること自体が目的ではなく、

大会を通じて「繋がろう」「考えよう」「発信しよう」
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